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農
業
実
験
室
い
よ
い
よ
発
足

　

一
月
結
成
さ
れ
た
農
業
振
興
推
進
協
議
会

の
実
行
機
関
と
し
て
の
、
大
野
市
農
業
実
験

室
が
、
市
役
所
前
に
、
改
築
費
六
十
七
万
円

機
械
器
具
費
六
十
七
万
円
、
薬
品
費
九
万
円

を
投
じ
て
七
月
末
完
成
し
た
。

　

農
業
経
営
の
源
で

あ
る
土
壌
を
、
科
学

的
に
分
析
検
査
し
、

め
く
ら
滅
法
に
行
っ

て
き
た
管
理
方
式
を

捨
て
て
、
合
理
化
し

た
経
営
の
も
と
に
、

よ
り
農
業
生
産
の
向

上
を
図
る
の
が
そ
の

趣
旨
で
あ
る
が
、
既

に
こ
の
実
験
室
に
は

四
月
い
ら
い
市
内
全
域
か
ら
抽
出

し
た
二
千
百
点
の
土
壌
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
分
析
試
験
が
行
わ
れ

っ
つ
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
①
乾
土
効
果
、
⑦

全
窒
素
、
③
腐
埴
、
④
窒
素
吸
収

計
数
、
⑤
燐
酸
吸
収
計
数
、
④
有

効
燐
酸
、
⑦
有
効
加
里
、
⑧
有
効

石
女
、
⑨
マ
ン
ガ
ン
。
⑩
置
換
性

苦
土
、
⑨
置
換
性
加
里
、
⑩
塩
基

置
換
容
量
、
⑩
置
換
酸
土
、
⑩
酸

化
鉄
の
各
試
験
で
あ
る
が
、
こ
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
団
体

か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

近
年
諸
外
国
の
農
業
が
急
速
に

復
興
し
て
、
多
量
の
余
剰
農
産
物

が
安
価
に
輸
入
さ
れ
、
国
内
農
業

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
っ
あ

る
の
で
、
市
で
は
、
新
農
村
建
設

市
と
し
て
の
指
定
を
受
け
る
と
と

も
に
、
新
ら
し
い
技
術
の
導
入
と

科
学
施
設
の
充
実
、
機
械
化
の
1

及
に
よ
り
、
肉
体
労
働
を
軽
減
し

て
、
農
業
経
済
を
豊
か
に
し
、
農

村
生
活
を
明
る
く
1
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
、
市
の
商
工
業
地
帯

の
発
展
の
要
因
と
も
な
る
の
で
、

農
業
振
興
推
進
協
議
会
の
事
業
を

積
極
的
に
お
し
荒
め
、
新
ら
し
い

市
づ
く
り
の
基
盤
を
培
う
わ
け
で

あ
る
。

（゛・¨員7沁ン：ぶ゛ぐこぺぶ詐言←二jぐダ旨心’I；゛’I｀゛’．草瀧ほ宣行でl

　

釣天狗の季節がやってきた。九頭

竜の激流に育ったアユは、古来その

味覚が賞賛されている。このアユに

は金色のはん点があると力＾・＊・・・・これ

は霊峯荒島から流れ出る金のためで

あるという仏説かある。急流の中に

腰まで浸たり、唯「と屯釣」に没入。

糸を引く時の醍醐味は、経験したも

ののみの知るスリルでもある。

　　

（写真は、阪谷橋附近にて）

教
委
長
に
松
田
氏

　

教
育
委
員
会
法
の
改
正
で
、
教

育
委
員
長
、
職
務
代
理
者
が
左
の

と
お
り
選
任
さ
れ
た
。

委
員
長
松
田
彦
一
郎

職
務
代
理
者
亀
井
竜

第
一
回
社
会
福
祉
事
業
大
会

九
議
題
を
県
、
市
に
要
望

　

市
制
三
周
年
を
記
念
し
、
社
会

福
祉
の
増
進
と
民
生
の
安
定
を
図

る
た
め
、
七
月
三
日
午
後
一
時
か

ら
、
大
野
公
民
舘
ホ
ー
ル
で
福
井

県
知
事
代
理
県
厚
生
世
話
課
長
、

川
端
清
助
氏
外
十
数
名
の
来
賓
と

市
内
関
係
者
百
余
名
が
集
ま
り
、

盛
大
に
第
一
回
大
野
社
会
福
祉
事

業
大
会
が
行
わ
れ
、
席
上
、
九
議

題
を
提
案
、
大
会
事
項
と
し
て
県

お
よ
び
市
に
要
望
す
る
こ
と
に
な

つ
だ
。
大
会
議
長
に
池
田
市
助
役

を
決
め
、
議
事
は
援
護
家
庭
の
問

題
、
民
生
9
童
委
員
の
活
動
分
野

の
問
題
、
母
子
寮
・
保
育
所
増
設

の
問
題
、
長
欠
児
の
問
題
、
そ
の

他
に
つ
い
て
活
発
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
午
後
五
時
閉
会
。
爾
社
会

事
業
に
功
労
あ
つ
た
九
氏
を
表
彰

斎
藤
正
（
中
津
川
）

権
守
七
太
郎
（
平
沢
領
家
）

谷
川
庄
左
衛
門
（
矢
）

常
見
憲
馬
（
土
打
）

中
島
捨
松
（
中
荒
井
）

堀
福
子
（
四
番
下
）

泉
き
み
（
鍬
掛
）

岡
二
男
治
（
上
打
波
）

山
本
広
慧
（
松
丸
）

風
見
鶏

　

映
画
を
見
に
行
く
と
不
愉
快
に

感
ず
る
事
が
実
に
沢
山
あ
る
。

▼
禁
煙
の
掲
示
を
無
視
し
た
紫
煙

が
さ
か
ん
に
あ
が
る
。
映
画
が
映

っ
て
い
る
の
に
。
ヘ
チ
ヤ
ク
チ
ヤ
と

無
関
係
な
事
を
し
ゃ
べ
る
。
そ
し

て
一
番
不
愉
快
な
の
は
、
映
画
の

終
り
が
近
ず
い
て
「
終
」
の
文
字

が
も
う
少
し
で
出
る
と
い
う
所
で

ほ
と
ん
ど
の
人
が
坐
席
か
ら
立
っ

て
し
ま
う
事
で
あ
る
？
聞
く
所

に
よ
る
と
、
監
督
が
映
画
の
中
で

最
も
力
を
入
れ
る
の
は
、
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
の
効
果
的
な
仕
上
げ
だ
と

い
う
事
で
あ
る
。
そ
5
な
る
と
、

こ
れ
を
見
な
い
で
立
っ
て
ゆ
く
人

は
、
そ
の
映
画
の
一
番
良
い
場
面

を
見
な
い
で
帰
る
事
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
終
っ
て
し
ま
う
と
入
口

が
こ
ん
で
、
早
く
出
ら
れ
な
い
事

を
予
想
し
て
の
行
動
だ
と
は
思
う

が
、
そ
ら
思
っ
て
み
ん
な
が
立
つ

も
の
だ
か
ら
、
結
局
は
入
口
が
大

混
雑
し
て
し
ま
う
事
に
気
付
か
ぬ

ら
し
い
▼
庄
に
は
席
か
ら
立
っ

て
、
そ
の
ま
ま
立
見
を
す
る
人
が

あ
る
が
、
ま
だ
坐
っ
て
い
る
人
の

邪
魔
に
な
っ
て
困
る
▼
ま
た
講

演
会
な
ど
で
閉
会
の
辞
が
始
ま
ら

ぬ
内
に
立
つ
事
も
、
絶
対
に
や
め

た
い
悪
習
で
あ
る
▼
暑
い
と
小

さ
い
事
で
も
腹
が
立
ち
や
す
い
の

が
常
で
あ
る
が
、
み
ん
な
が
注
意

し
あ
っ
て
、
さ
さ
や
か
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
映
画
観
賞
の

気
分
を
こ
わ
さ
ぬ
様
に
し
。
た
い
。



※
家
計
簿
に
完
納
し
る
す
よ
い
家
庭

融
資
も
す
べ
て
の
面
へ

　
　

望
ま
し
い
飼
料
の
自
給
計
画

新しい村づくり

　

七
月
五
日
午
後
三
時
か
ら

田
野
酉
道
場
で
、
同
日
午
後

八
時
か
ら
庄
林
公
民
舘
で
、

県
か
ら
海
住
農
林
部
長
、
吉

田
農
政
課
長
、
大
塚
農
畜
産

課
長
、
地
区
1
及
技
術
員
、

市
か
ら
池
田
助
役
、
農
務
課

長
が
出
席
、
地
元
側
か
ら
は
、
農
家

組
合
長
、
部
落
会
長
、
婦
人
会
員
、

青
年
団
員
、
部
落
民
な
ど
が
集
っ
て

「
今
後
の
農
業
経
営
を
文
化
的
に
豊

か
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
か
」
を
、
テ
ー
マ
に
真
剣
な
語

り
合
い
が
行
わ
れ
た
。
以
下
は
田
野

で
の
座
談
会
の
あ
ら
ま
し
。

　

〔
池
田
助
役
の
話
〕
越
前
平
野
に
次

ぐ
穀
倉
地
帯
で
あ
る
大
野
市
の
特
殊

性
を
生
か
し
、
市
の
大
宗
を
な
す
田

園
地
帯
の
発
展
は
、
市
の
伸
展
の
原

動
力
と
も
な
る
の
で
、
市
政
三
大
重

点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
農
林
振
興

対
策
を
樹
て
、
こ
れ
に
主
力
を
注
い

で
い
る
。
な
お
農
林
省
で
計
画
し
て

い
る
「
市
町
村
農
業
振
興
計
画
」
の

指
定
を
受
け
、
着
々
こ
の
事
業
の
推

進
に
当
っ
て
い
る
が
、
今
後
県
の
指

導
と
市
民
の
よ
り
一
層
の
協
力
を
願

い
た
い
。

　

〔
海
住
農
林
部
長
の
話
〕
農
林
省
で

長
い
官
庁
生
活
を
続
け
て
来
た
が
、

実
際
に
農
業
を
行
っ
て
い
る
農
民
の

方
々
と
、
い
ろ
り
端
で
ひ
ざ
を
突
き

合
せ
て
話
す
機
会
が
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
た
。
今
日
は
本
当
に
う
れ
し
い

　

（
県
の
行
財
政
の
現
況
を
説
明
）
農

林
部
の
予
算
は
十
四
億
円
で
、
そ
の

中
、
一
千
万
円
を
部
落
振
興
費
に
充

て
農
村
振
興
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

は
世
界
的
農
業
市
場
に
立
つ
農
業
経

営
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
今

か
ら
新
ら
し
い
村
づ
く
り
に
っ
い
て

皆
さ
ん
の
抱
負
を
聴
き
た
い
。

　

▽
県
側
×
き
集
者

▽
田
野
部
落
の
作
付
計
画
は
う
ま

く
樹
て
ら
れ
て
い
る
。
今
ま
で
国
と

し
て
は
主
要
食
糧
本
位
に
、
補
助
施

策
を
し
て
来
た
が
、
今
後
は
総
〈
目
的

な
融
資
に
意
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
っ
つ
あ
る
。
政
府
は
備
蓄
米

に
耐
え
る
硬
質
米
を
要
求
し
て
い
る

の
で
、
乾
燥
の
良
い
米
質
の
良
い
ｔ
‥

の
を
出
荷
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

こ
の
他
、
一
般
作
物
に
つ
い
て
4
。

商
品
価
値
の
高
い
、
貯
蔵
性
に
富
む

作
物
を
集
約
的
に
栽
培
し
て
ほ
し
い

販
路
の
開
拓
に
っ
い
て
は
県
が
協
力

す
る
。

　

×
酪
農
の
見
と
お
し
に
つ
い
て

　

部
長
の
意
見
が
聴
き
た
い
。

▽
農
家
自
体
の
食
生
活
の
改
善
と

県
内
自
給
を
考
え
て
行
き
た
い
。
飼

料
の
自
給
計
画
を
樹
て
る
こ
と
が
も

つ
と
も
望
ま
し
い
。

　

×
月
に
一
回
、
一
日
は
田
休
み

　

が
ほ
し
い
。

▽
今
日
の
日
を
記
念
し
て
決
め
で

は
ど
う
か
。
仕
事
の
持
場
を
決
め
て

労
務
の
適
正
化
を
図
り
、
労
務
配
置

の
合
理
化
を
し
て
ほ
し
い
。

　

×
堆
肥
舎
建
築
に
補
助
金
が
ぶ

　

る
か

▽
農
業
振
興
計
画
の
中
に
は
、
堆

肥
増
産
、
共
同
作
業
場
、
機
械
化
、

農
業
文
化
施
設
な
ど
の
補
助
計
画
屯

樹
て
ら
れ
て
い
る
。

　

×
婦
人
の
集
い
の
場
所
が
ほ
し

　

い
。
こ
れ
を
季
節
保
育
所
、
ま
た

　

は
共
同
作
業
、
出
荷
場
な
ど
に
・
屯

　

利
用
し
た
い
。

▽
新
農
山
漁
村
建
設
総
合
対
策
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
理
想

的
な
も
の
が
出
来
よ
う
。

　

活
発
な
意
見
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
た

が
六
時
三
十
分
に
閉
会
し
た
。

白山は大野市から
昨年、市では白

山登山道の中、

もっとも渓谷美に富む、鳩が湯、三の峰、市の瀬＝＝l

－スを切りひらき、登山道標識を立て、道刈を行

い、登山者の便宜を図った。宿泊車賃を含めて一

千三百円までの経費で、夏山のスリルを満喫出来

る得難い登山＝l－スで

ある。

　

（写真は白山由頂よ

　　

り噴火口を望む）

廊
萬

血
メ

｀■

【
水
稲
】

　

湿
田
は

中
旬
頃
か

ら
徐
乾
燥

に
か
か
る
が
、
特
に
排
水
不
良
の
所

で
は
、
田
の
周
囲
と
中
と
に
排
水
み

ぞ
を
掘
り
、
根
腐
れ
防
止
に
努
め
る

乾
田
で
は
、
穂
揃
後
二
十
五
日
位
は

落
水
し
な
い
が
、
一
般
の
湿
田
で
は

二
週
間
目
頃
か
ら
排
水
に
着
手
し
た

方
が
よ
い
。
中
晩
稲
の
出
穂
開
花
頃

は
ま
だ
残
暑
も
厳
し
く
、
往
々
渇
水

す
る
地
帯
も
あ
る
が
、
と
か
く
、
中

晩
稲
は
な
お
ざ
り
に
な
り
勝
ち
な
の

で
注
意
す
る
。

　

【
菜
種
一
ナ
タ
ネ
は
特
に
芭
の
良

否
が
収
量
を
決
す
る
か
ら
、
苗
場
面

積
を
十
分
と
り
、
間
引
を
励
行
し
て

良
苗
を
作
る
よ
う
心
掛
け
る
。
散
播

に
せ
ず
条
播
に
す
る
の
も
よ
い
。

　

【
病
虫
害
一
首
い
も
ち
は
、
早
稲

は
七
月
下
旬
か
ら
今
月
の
上
旬
に
、

中
晩
稲
は
今
月
ド
旬
か
ら
九
月
上
旬

に
発
生
す
る
。
出
穂
直
前
と
穂
揃
期

の
二
回
薬
剤
散
布
を
励
行
す
る
。

　

二
化
め
い
虫
の
発
が
最
盛
期
は
八

月
上
旬
で
あ
る
か
ら
、
最
盛
期
後
二

週
間
に
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
を
散
布
す
る

パ
ー
フ
チ
オ
ン
剤
使
用
の
際
は
所
定
の

注
意
を
十
分
守
り
誤
ち
の
な
い
よ
う

　

つ
と
虫
は
多
発
の
見
込
だ
か
ら
、

つ
と
を
多
く
作
ら
な
い
前
に
B
H
C

な
ど
で
駆
除
す
る
。

　

【
家
畜
一
家
畜
は
良
質
の
青
草
、

た
ん
白
質
の
多
い
登
科
飼
料
を
与
え

て
栄
養
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め
る

カ
、
ア
ブ
な
ど
の
吸
血
害
虫
が
安
眠

を
妨
げ
、
家
畜
を
疲
れ
さ
せ
る
か
ら

畜
舎
の
窓
に
金
網
を
張
る
と
か
、
薬

剤
散
布
す
る
。

国
保
論
文
秀
作
紹
介

　

市
報
第
二
十
五
号
で
国
保
論
文
を

募
集
の
結
果
、
優
秀
作
品
の
中
か
ら

一
点
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

国
保
に
つ
い
て

　
　

小
林
久
子

″
健
康
な
体
は
幸
福
を
招
く
″
月
並

な
言
葉
で
あ
る
が
私
は
心
に
深
く
か

み
し
め
乍
ら
ペ
ン
を
取
っ
た
。

　

家
に
一
人
で
も
病
人
が
い
る
と
、

重
苦
し
い
雰
囲
気
に
と
ざ
さ
れ
、
毎

日
の
生
活
が
陰
欝
で
あ
る
。
本
人
の

肉
体
の
一
古
し
み
、
七
れ
に
も
ま
し
て

積
み
軍
な
る
医
療
費
は
切
実
に
家
計

に
ひ
び
き
、
不
充
分
な
療
養
の
中
で

貴
い
命
ぞ
無
雑
作
に
捨
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
、
私

達
は
目
の
前
に
見
て
い
る
。

　

今
は
健
康
体
だ
と
豪
語
し
て
い
て

も
、
神
な
ら
ぬ
人
間
で
あ
る
身
の
悲

し
さ
は
、
何
時
ど
こ
で
ど
ん
な
病
魔

に
と
り
っ
か
れ
る
や
・
も
し
れ
な
い
。

こ
の
様
な
不
慮
の
病
に
と
り
っ
か
れ

た
時
、
国
民
健
康
保
険
が
あ
れ
ば
心

お
き
な
く
治
療
が
出
来
る
。

　

個
人
々
々
の
積
み
た
て
る
金
高
は

少
く
と
も
、
そ
れ
が
集
ま
れ
ば
百
人

二
百
人
…
…
、
千
人
の
大
き
い
力
の

塊
と
な
っ
て
、
ど
ん
な
軍
病
に
と
り

っ
か
れ
て
も
充
分
な
治
療
の
糧
と
な

っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
し
「
私
の
家
は
一
人
屯
病
人
な

ど
出
さ
な
い
か
ら
、
お
金
を
か
け
る

の
は
人
助
け
に
過
ぎ
な
い
」
な
ど
と

心
の
は
し
く
れ
に
で
も
持
っ
て
い
る

な
ら
ば
、
そ
の
人
は
災
難
を
の
り
き

れ
ず
、
ま
っ
先
に
倒
れ
て
行
く
人
で

あ
る
と
断
言
し
た
い
。

″
情
は
入
ら
た
め
な
ら
ず
″
国
民
健

康
保
険
は
我
が
た
め
、
人
の
た
め
、

世
の
為
で
あ
ろ
こ
と
に
、
今
こ
そ
大

野
市
民
全
部
が
目
覚
め
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
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市発展の表徴

舗装と水路改良着々進む

　

産
業
の
発
展
に
と

も
な
い
、
交
通
網
の

充
実
は
緊
急
要
務
で

あ
る
。
市
道
全
延
長

三
十
三
万
九
千
七
百
三
十
八
米
、
本

数
五
百
十
六
本
を
擁
し
、
乏
し
い
市

財
政
で
こ
れ
を
ま
か
な
う
に
は
実
に

大
き
な
悩
み
が
あ
る
。
し
か
し
交
通

網
は
直
接
産
業
発
展
の
原
動
力
と
も

な
る
の
で
、
こ
の
補
修
改
良
に
能
う

限
り
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
。
市
道

改
良
工
事
・
七
間
線
舗
装
工
事
は
、

総
工
費
百
六
万
円
で
七
月
十
三
日
し

ゆ
ん
功
し
た
。

　

こ
の
外
こ
れ
は
都
市
計
圃
で
将
来

妙
典
寺
境
内
を
横
切
っ
て
大
野
駅
に

到
着
す
る
道
路
線
で
、
こ
う
し
て
大

野
市
の
交
通
網
は
着
々
伸
展
完
備
し

つ
つ
あ
り
、
玄
た
二
番
下
、
二
番
上

四
番
の
水
路
改
良
工
事
、
四
百
二
十

一
米
も
既
に
完
成
さ
れ
て
い
る
。

（2＝j減誦装成った七間通り）

４
何
の
行
李

一
日
（
水
）
△
乳
検
宝
慶
寺
、

　

木
本
、
森
山
、
西
山
、
平
沢
、
今

　

井
、
若
生
子
、
五
条
方
、
野
中
、

　

稲
郷
、
上
据
、
中
据
、
下
据
、
下

　

郷
、
猪
野
島
、
医
王
寺
、
森
地

　

於
上
庄
小
学
校
△
大
野
地
戦
国

　

保
再
開
座
談
会
神
明
中

二
日
（
木
）
△
大
野
地
域
田
保
再

　

開
座
談
会
清
水
上
二

三
日
（
金
）
△
乳
検
佐
開
、
東

　

山
、
御
給
、
友
兼
、
開
発
、
森
領

　

北
御
門
、
吉
、
東
中
於
上
庄
小

　

学
校
△
大
野
地
域
国
保
再
開
座

　

談
会
、
本
町
下

四
日
（
土
）
△
大
野
地
域
田
保
再

　

開
座
談
会
神
明
上
（
三
）

六
日
（
月
）
△
乳
検
五
箇
地
区

　

於
五
箇
公
民
舘
△
大
野
地
域
国

　

保
再
開
座
談
会
神
明
下

七
日
（
火
）
△
大
野
地
域
国
保
再

　

開
座
談
会
二
番
下

八
日
（
水
）
△
乳
検
阪
谷
地
区

　

於
阪
谷
小
学
校
△
大
野
地
域
国

　

保
再
開
座
談
会
三
番
上

九
日
（
木
）
△
大
野
地
域
国
保
再

　

開
座
談
会
寺
上

十
日
（
金
）
△
大
野
地
域
国
保
再

　

開
座
談
会
四
番
下
△
乳
検

　

蕨
生
、
木
落
、
唯
野
、
七
板
、
土

　

打
、
上
野
、
田
野
、
井
口
於
富

　

田
小
学
校

十
三
日
（
月
）
△
乳
検
飛
島
、
新

　

田
、
森
目
、
新
河
原
、
士
布
子
、

　

麻
生
島
、
川
上
、
塚
原
於
富
田

　

小
学
校

十
四
日
（
火
）
△
戸
籍
事
務
研
究
打

　

会
、
五
箇
出
張
所

二
十
日
（
月
）
△
乳
検
中
野
、
新

　

町
、
荒
井
町
、
曙
、
中
保
、
中
狭

　

菖
蒲
池
於
下
庄
小
学
校

二
十
二
日
（
水
）
△
乳
検
西
市
、

　

中
荒
井
、
新
在
家
、
横
枕
、
中
津

　

川
、
庄
林
、
太
田
。
小
矢
戸
、
大

　

矢
戸
、
酉
大
月
、
東
大
月
、
堂
本

　

友
江
於
下
庄
小
学
校

二
十
四
日
（
金
）
△
乳
検
西
校
校

　

下
於
有
終
西
小
学
佼

二
十
七
日
（
月
）
△
乳
検
南
校
校

　

下
於
有
終
絹
小
学
校

保
母
試
験
の
準

備
講
習
会
開
く

　

八
月
二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
の
十
二
日
間
、
木
年
度
保
母
試

験
の
受
験
希
望
者
を
対
象
に
福
井

市
牧
の
島
町
福
井
大
学
で
、
準
備

講
習
会
が
開
か
れ
る
。
受
講
料
は

三
百
円
。
希
望
者
は
八
月
十
五
日

ま
で
に
市
民
生
課
へ
申
込
ん
で
下

さ
い
。
詳
し
い
事
は
民
牛
課
で
間

合
せ
て
下
さ
い
。

市代の明るvヽ動き
図

地
味
な
歩
み
の
中
か
ら

市
建
設
の
息
吹
き

　

大
野
盆
地
の
東
北
方
、
や
や
小
高

い
処
、
九
頭
竜
の
水
音
を
下
に
、
荒

島
お
ろ
し
の
風
を
受
け

経
ヶ
岳
を
背
に
し
た
松

丸
部
落
が
あ
る
。

　

こ
の
あ
た
り
の
中
堅

青
壮
年
層
二
十
余
名
が

結
東
、
昭
和
二
十
九
年

四
月
、
松
丸
農
事
研
究

会
を
結
成
し
た
。

　

こ
の
会
の
発
足
は
遅

ま
き
の
様
で
は
あ
る
が

会
す
る
者
は
部
落
で
の

豊
富
な
農
業
の
体
験
者

が
ほ
と
ん
ど
で
、
い
わ
ぱ
習
熟
し
切

つ
た
、
こ
の
道
の
ベ
テ
ー
フ
ン
の
集
い

と
L
も
い
え
よ
う
。

　

三
十
代
～
五
十
代
の
者
が
多
く
、

主
な
グ
y
I
プ
活
動
と
し
て
は
、
一

人
一
研
究
の
課
題
を
持
ち
、
眠
籾
は

一
品
種
あ
て
会
員
に
割
り
当
て
優
良

種
を
作
っ
て
会
員
に
配
布
す
る
。

　

今
日
ま
で
に
畜
産
、
果
樹
栽
培
、

園
芸
な
ど
多
角
的
な
研
究
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
刄
近
な
生
活

改
善
と
し
て
虚
礼
の
廃
止
、
改
良
ヵ

マ
ド
、
高
流
し
の
励
行
、
作
見
会
な

ど
も
行
い
、
技
術
の
交
流
を
な
し
、

毎
月
の
例
会
に
は
活
発
に
研
究
発
表

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

会
員
は
農
業
雑
誌
、
富
民
、
家
の

光
、
園
芸
と
農
業
、
そ
の
他
の
雑
誌

を
購
入
、
読
み
回
し
を
行
い
、
少
い

経
費
で
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
「
を
て
る
農
夫

は
、
坐
せ
る
紳
士
よ
り
尊
し
」
の
例

え
通
り
、
彼
ら
は
農
を
天
職
と
あ
ま

ん
じ
、
黙
々
と
地
味
な
歩
み
の
中
か

ら
。
進
取
の
気
に
燃
え
て
着
実
に
進

ん
で
い
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
新
市
建

設
の
息
吹
き
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

（
電
気
育
苗
圃
で
育
て
ら
れ
た
稲
）

心J
濫茎謡

⑨

文
化
水
準
の
高
い
大
農

恵
ま
れ
な
い
零
細
農
業

　

も
の
の
進
歩
発

展
を
め
ざ
す
に
は

よ
く
そ
の
現
況
を

知
り
、
室
た
過
去

を
振
り
返
っ
て
見

る
こ
と
も
意
味
が

あ
ろ
う
。
こ
の
た

め
、
広
報
係
で
は

四
月
以
来
、
臨
時

農
業
調
査
票
か
ら
。
更
に
一
段
と
掘

り
込
ん
で
、
作
業
所
の
所
有
別
農
家

数
、
現
金
出
納
簿
、
作
業
日
誌
等
の

記
入
農
家
数
、
器
共
台
数
、
流
し
場

の
種
類
別
農
家
数
な
ど
を
規
模
別
に

調
べ
、
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
て
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
こ
の
実
況
を
眺
め
て
研

究
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　

グ
ラ
フ
は
下
院
地
区
の
農
家
の
新

聞
、
雑
誌
の
購
読
調
べ
と
浴
場
設
備

を
有
す
る
農
家
の
調
べ
で
あ
る
。

　

購
読
調
べ
で
は
、
1
家
総
数
六
百

九
十
六
戸
で
、
購
読
部
数
に
九
百
三

十
四
部
、
利
用
率
は
て
二
四
％
で
あ

り
、
浴
場
設
備
を
有
す
る
農
家
で
は

六
百
六
戸
あ
り
、
八
七
％
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
を
兼
業
農
家
、
専
業
農

家
別
に
調
べ
て
見
る
と
、
購
読
調
べ

で
は
兼
業
農
家
は
八
％
水
準
が
高
い

浴
場
設
備
を
有
す
る
方
は
、
専
農
業

家
の
方
が
四
％
上
廻
っ
て
い
る
。

　

大
農
は
恵
ま
れ
、
兼
業
農
家
は
文

化
水
準
が
比
較
的
高
い
。
専
業
の
中

農
は
文
化
水
準
は
あ
ま
り
高
く
な
い

こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。

溶場設備と新聞雑誌購請調ぺ

昭和30年12月1日裂在

グラフは農家についての調査を示す

※
お
父
ち
ゃ
ん
納
税
す
ん
だ
か
僕
の
家



※
今
月
の
市
税
、
市
民
税
第
二
期
分
、
納
期
は
八
月
Ξ
十
日
ま
で

中
央
名
士
を
迎
え
て

夏
期
講
座
開
講

▼
講
師

　

玉
川
大
学
学
長
小
原
国
芳

　
　

教
育
一
般
（
演
題
未
定
）

　

中
央
大
学
助
教
授
佐
藤
智
雄

　
　

杜
会
教
育
一
般
（
演
題
未
定
）

▼
日
時

　

八
月
十
三
日
午
前
八
時
か
ら
十
一

　

時
ま
で
小
原
講
師

　

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　

佐
藤
講
師

▼
会
場
大
野
公
民
舘

▼
受
講
料
五
十
円

▼
主
催
大
野
市
教
育
委
員
会

市
役
所
の
課

の
位
置
替
え

農
務
課
本
庁
二
階
（
元
教
育
委
員

　

会
室
）

数
育
委
員
会
分
室
階
下
（
保
健
課

　

横
）

税
務
課
本
庁
階
下
（
元
農
務
課
）

商
工
課
本
庁
階
下
（
元
税
務
課
）

人
争

　
　
　
　
　
　
　
　

羽
生
美
代
子

願
い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

　

六
月
二
十
八
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　

白
崎
た
み
子

大
野
市
保
母
に
任
じ
大
野
保
育
園
勤

務
を
命
ず
る

　

七
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
重
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
一
郎

消
防
士
長
を
命
ず
る

　

七
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　

大
野
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

広
m
三
喜
男

願
い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

　

七
月
七
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
仁
三
郎

使
丁
に
任
じ
五
箇
出
張
所
勤
務
を
命

ず
る

　

七
月
十
日
付

　
　

書
記
補
佐
子
富
子
（
総
務
課
）

建
設
課
勤
務
を
命
ず
る

　

七
月
十
六
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　

門
実

五
箇
公
民
舘
主
事
を
命
ず
る

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

平
家
踊
り
の
ひ
な
び
た
手
ぷ
り

西谷の巣原部落に伝わっている平家おどりは

巣原の奥の山中にかくれ住んでいた平家の落

武者たちが、京の都を忘れられず、望郷の念

にかられて、ひとり口をついて出た文句が、

歌となり踊りとなって今に伝えられていると

いわれる。旧盆と正月の三日間は、部落民が

総出でたいこに合せて歌いながら踊る。

治4鋤iぼ他

Λ
お
岳
さ
ん
の
夜
ま
い
り
▽

樹
間
に
明
滅
す
る
か
が
り
火

　

お
岳
さ
ん
「
飯
降
山
」
は
今
か
ら

一
千
二
百
年
前
、
泰
澄
大
師
草
創
の

霊
山
で
、
十
一
面
観
世
音
が
祀
っ
て

あ
り
ま
す
。
継
体
天
皇
の
御
母
振
姫

も
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
五
月
の
節
句
と
盆

の
十
五
日
の
二
回
、
盛
ん

な
夜
ま
い
り
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
老
い
も
若
き

も
、
日
暮
よ
り
松
明
（
タ

イ
マ
ッ
）
を
と
も
し
、
掛

声
も
勇
ま
し
く
登
山
、
頂

上
で
は
か
が
り
火
を
た
き

夜
通
し
盆
踊
り
を
し
て
、
翌
朝
、
朝

日
を
拝
ん
で
下
山
し
た
も
の
で
す
。

　

夜
陰
を
通
し
た
松
明
や
か
が
り
火

の
夜
趣
は
壮
観
で
、
崇
高
で
あ
り
、

実
に
見
事
で
し
た
。
こ
の
夜
ま
い
り

は
大
野
附
近
は
勿
論
、
遠
く
は
四
箇

浦
、
厨
、
米
ノ
浦
等
の
海
岸
漁
師
、

福
井
、
武
生
、
勝
山
等
各
地
か
ら
ｓ

つ
た
も
の
で
す
。

　

山
上
の
お
宮
で
は
当
日
、
吉
祥
院

等
覚
院
、
文
珠
院
、
持
宝
院
、
福
昌

院
等
の
山
伏
が
法
螺
声
も
高
ら
か
に

読
経
や
祈
と
う
で
夜
を
通
し
ま
し
た

　

堂
守
役
は
二
人
あ
り
、
古
来
飯
降

村
の
者
が
京
都
吉
田
司
官
か
ら
命
ぜ

ら
れ
た
も
の
で
す
。
一
切
の
行
事
は

こ
の
堂
守
役
が
発
願
し
経
営
し
た
も

の
で
す
。

　

さ
て
今
回
夜
ま
い
り
復
旧
に
つ
き

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
第
一
山
上

の
平
地
を
切
開
き
踊
場
を
設
け
る
こ

と
。
第
二
に
山
上
も
し
く
は
適
当
な

場
所
に
お
こ
も
り
堂
を
設
け
る
こ
と

の
二
つ
で
す
。
地
元
飯
降
部
落
が
発

起
と
な
り
、
大
野
全
市
に
呼
び
か
け

実
現
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
夜
玄
い
り
は
昔
か
ら
の
大
野

名
物
の
一
つ
で
、
明
治
時
代
ま
で
は

か
な
り
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
が
、
近

頃
全
く
さ
び
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
際
、
ぜ
ひ
復
興
し
大
野
名
物
、

名
所
の
一
つ
と
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　

（
写
真
は
お
岳
山
頂
よ
り
大
野
市
街

地
を
望
む
）

声

納
税
組
合
に
つ
い
て

　

次
の
問
い
に
つ
い
て
八
月
市
報
紙

上
で
解
答
さ
れ
た
い
。
（
K
生
）

①
納
税
組
合
を
設
立
す
る
と
、
設

立
奨
励
金
を
四
月
中
に
市
か
ら
出
る

事
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
交
付
さ

れ
な
い
の
は
ど
う
し
た
わ
け
か

②
今
年
五
月
で
既
に
各
種
税
は
納

入
済
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、

領
収
証
書
は
今
だ
に
各
人
に
配
布
さ

れ
て
い
な
い
。
実
に
不
可
解
で
あ
る

③
未
納
者
に
対
す
る
措
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

④
各
納
税
組
合
別
の
納
税
成
績
を

市
報
で
発
表
し
、
怠
慢
な
組
合
を
ど

し
ど
し
督
励
し
て
、
完
納
で
建

全
財
政
を
打
ち
樹
て
て
ほ
し
い

〔
お
答
え
〕

①
設
や
一
奨
励
金
は
、
交
付
の
時
期

は
少
し
遅
れ
玄
し
た
が
、
五
月
上
旬

に
各
納
税
組
合
長
あ
て
、
組
合
の
事

務
費
の
補
助
と
し
て
交
付
済
で
す
。

⑦
領
収
書
は
、
各
組
合
の
組
合
長

ま
た
は
事
務
担
当
の
方
が
整
理
し
て

お
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ

の
方
に
問
い
合
せ
て
下
1
い
。

④
未
納
者
に
つ
い
て
は
年
末
、
年

度
末
に
旬
間
を
設
け
て
整
理
し
て
い

ま
す
。
な
お
不
断
、
係
り
が
出
て
徴

収
に
当
っ
て
い
ま
す
の
で
年
度
内
に

九
五
％
の
収
納
率
を
示
し
て
い
ま
す

④
組
合
別
の
収
納
率
は
紙
面
の
都

合
で
記
載
出
来
ま
せ
ん
。
直

接
税
務
課
で
お
問
い
下
さ
い

私
の
提
唱

　

「
長
近
祭
に
つ
い
て
」

　

六
月
二
十
八
日
か
ら
七
日
間
、
賑

や
か
に
市
制
三
周
年
記
念
行
事
が
行

わ
れ
た
が
、
た
だ
一
つ
物
足
り
な
か

っ
た
の
は
、
亀
山
山
頂
の
長
近
公
銅

像
の
近
く
に
、
何
も
装
飾
の
な
か
っ

た
事
で
す
。
尤
も
六
間
二
番
角
に
公

を
祀
っ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
知
ら
な

か
っ
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
せ

め
て
行
事
期
間
中
は
、
何
か
の
飾
り

っ
け
を
し
て
、
四
方
か
ら
眺
め
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

「
市
営
プ
ー
ル
に
つ
い
て
」

　

夏
に
な
っ
て
く
る
と
、
親
の
心
配

の
種
は
水
泳
で
す
。
電
車
賃
を
使
っ

て
泳
ぎ
に
行
っ
て
、
も
し
も
の
事
が

あ
れ
ば
泣
面
に
蜂
で
す
。
大
野
に
以

前
材
木
会
社
の
貯
木
場
に
し
て
い
た

所
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
改
造
し

て
市
営
ア
ー
ル
に
し
て
頂
け
れ
ば
有

難
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
夏

の
間
に
子
供
達
が
水
泳
の
た
め
に
使

う
電
車
賃
を
全
部
集
め
た
ら
、
馬
鹿

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

「
雨
量
通
報
所
の
格
上
げ
」

　

現
在
、
福
井
と
敦
賀
に
測
候
所
が

あ
っ
て
予
報
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

大
野
は
山
間
の
特
殊
な
地
形
に
あ
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
予
報
が
は
ず
れ
る

事
が
応
々
で
す
。
そ
こ
で
一
つ
考
え

て
み
た
い
の
は
、
今
度
大
野
に
出
来

た
雨
量
通
報
所
の
事
で
、
こ
れ
を
格

上
げ
し
て
測
候
所
に
す
る
よ
う
み
ん

な
で
運
動
を
し
た
ら
ど
ら
で
し
ょ
う

か
。
も
し
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
信

頼
出
来
る
天
気
予
報
に
な
る
わ
け
で

す
。
（
旭
区
T
生
）

身
障
者
連
合
会
大
会

　

八
月
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
大

野
公
民
舘
で
、
身
体
障
害
者
連
合
大

会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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